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臨床工学科この一一年
臨床工学科技士長　　大谷　靖之
　平成21年も関係部署皆様のご協力を得て，大過
なく業務を行うことが出来ましたことに，この場
をお借りしてお礼申し上げます．
　今年は3ヶ月ごとではありますが，循環器内科
のペースメーカ外来業務が新たな業務として加わ
りました．またそこからペースメーカ植え込み時
の点検業務へと拡大し，ペースメーカに関しては
緊急（臨時）時点検も含め，ほとんどを当科業務
としました．
1．　血液浄化業務
　　平成21年の透析件数は約10，670件で，昨年よ
　り約200件増加しました．
　　一方，工学科が病棟で行う血液浄化業務は昨
年より2件減少し117件でした．昨年との症例比
較では，LCAP療法（＝DHP件数）がなかった
　こと，緩除式血液濾過透析（CHF）が多かっ
　たことが上げられます．
2．　機器管理業務
　　当科管理対象機器に対して行われた保守業務
　は，昨年より96件多い1，011件でしたが，保守
　内容は昨年とあまり変わりはありませんでし
　た．ただ保守依頼の中で「搬送中の事故（装置
　の落下・転倒）」が昨年の倍の12件発生してお
　り，全てがスタッフ由来ではありませんが，機
　器の丁寧な取り扱いをお願い致します．
　　また，機器センターに返却された機器や院内
　の様々な機器への点検・対応件数は9，709件と
　昨年より307件増加しました．さらに点検内容
　の質的向上を目指していきたいと思い，点検専
用機器の購i入要求を出しておりますが，いまだ
購入されない状況のため点検内容は従来とほと
　んど変わっておりません．
3．手術室業務
　　人工心肺使用手術症例は昨年より4例多い31
　例ですが，臨時（off　pumpCABG手術からon　pump
　へのコンバートを含む）症例が10件増加しまし
　た．また，大動脈内バルンパンピング（IABP）
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は7例増加の10例で，主に循環器内科での使用
が増加しました．このIABPは今年から装置を2
台体制にし，同時に2名までこの治療が行える
ようになりました．
　洗浄式自己血回収装置使用は4例減の62件で
した，大動脈瘤に対するステント手術が，胸部
にもその適応を広げてきていますので，自己血
回収装置の使用例はほぼこの件数で推移してい
くと思われます。
　安全面では，人工心肺使用時の前・中・後に
確認するべきこと，注意するべきことをチェッ
クリスト化し，それに基づいて実施する方法を
開始しました．まだまだ，途上ではありますが，
安全性向上のために努力していきたいと思いま
す．
4．心カテ業務
　　心臓カテーテル検査は昨年に比べ68件増の
　501件，経皮的冠動脈形成術（PCI）は42件増
　の149件でした．心臓電気生理検査は51例行な
　われました．
　　血管内超音波装置（IVUS）症例は147例で，
　昨年より48例増加しました．一方，脳神経外科
　では診療報酬の関係からIVUSの使用がほぼな
　くなりましたが，心臓血管外科での末梢動脈に
　対する使用が増加してきました．
5．　ペースメーカ業務
　　今年の工学科のトピックスはこの業務の開始
　です，外来では2月・5月・8月・11，月の3ヶ月ご
　とに定期点検を行い，ペースメーカ植込み時に
　は手術室または血管撮影室で点検を行います．
　また植込み後一週間の点検およびペースメーカ
　不全等の緊急入院においても臨時点検に対応し
　ています．そのために，各社専用のプログラマ
　一を準備していますが，1社だけ現時点でも臨
　時対応ができないため，この部分を今後改善し
　ていきたいと思います．
　　また，点検時は業者指導で行われていますが，
疾患とペースメーカの作動状況（条件）が合致
各秤の励1と展望
しているかどうかなど，更に一歩踏み込んだ点
検が行えるようにトレーニングも進めていきた
いと考えております．
6．その他
　　昨年も述べておりますが，最近の病棟血液浄
　化はほぼ全てICUで行われており，施行中の安
　全性が高くなっております．ICUスタッフの皆
　様には，感謝申し上げるとともに今後ともご協
　力いただくことが多いかと思いますが，よろし
　くお願い致します．
　　また，業務範囲が広がってくるに伴い様々な
　部署と協力していく場面も多くなってきており
　ますので，関係部署皆様のご協力も併せてお願
　い致します．
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